
アヒル卵からの腸内細菌の分離成績
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　　　　　　ERterobacteriaceae　in　DuLil＃ks’　Eggs

SHOJI　SHIRASAKA，　KOJI　TAMASAKI　and　TADAO　KUTH

ま　え　が　き

　1953年9月から1955年6月に至る間において茨城県土

浦市周辺地区の家畜を対象とした繋ルモ黙うの分布を調

査した結果う成鶏の卵巣からSal・ρSC・710tram　を，鶏ヒ

ナの体lkj遺残卵黄からSa9．　the溺Psonを，獅化途上の

アヒル卵の発育’停止及び死籠卵からεβZ・cnleritia’isを

豚の砺間膜淋巴節から澄71go欄（O－7・　H一　1，7＞8）を

分離したことを既に諏賦した1）。その後も引き紅き前記

地区の家畜を対象として腸内細菌科の分布を調査してい

る。而して1955年7月から1956年9月に至る同において

得た撃ルモ堪轡の分離恥曝は弟一表に示す通りである。

　そもそも我々は古廟より食中球の予防上アヒル卵の生

食：をさけているし又その艀化率が鶏卵のそれに比べて低

いと云われている。之等の障害と卵内細菌との1論点性を

究明すべく目下研究を進めているが本報告では縮化途上

におけるアヒル卵を対象としてig56年9月までに夫施し

て得た腸内細菌の分離成績のみを報告することにする。

L　検　索紡料

　A購卵場（江戸崎地方）及びB卿卵紅（河内地方）

のアヒル卵を検索材料とした。新鮮卵は艀化の処女二を行

わない座頭後7日以内のものである。無精卵は弟1回検

卵（贈避難へ入卵後4日目検査）吋に摘出し，その後7

E咽毎に第2，3，4回目の検卵を行ってその都臨発

育中止卵を摘出した、，第1回検卵時に認め鶏た発育中止

卵は附表申において第1回中止卵と省記されている・第

2，3，4回検卵時の発｝与中止卵も亦これに準じて省認

されている。死三等は入卵後約29日（一般に艀化日数は

2811間である）に至っても猶舞化し得なかったものであ

る。

　尚A艀卵場においてのアヒル卵の艀化率はig56年の

調査では約30～7G％平均約45％であった・

lllle検　索　方　法

卵殻表面を3％クレゾール水，アルコール，火焔の使

用によって消毒した後で気室部の卵殻を除去し，その切

除小孔から卵内容物を擁分離の材料として採取した。

　菌分離には主としてッマツコソキー培地へ検索材料の

1白金三崎を直扱塗抹24時間培養して肉限的に差異のあ

る集落をそれぞれ釣iかした。

　同定には通常行われているクリダラー・培地，SIM培

地，クエソ酸ソー凹地，カご蝋鱗酸塩培地尿素培

地笠の鑑別培地で分離菌のLM・Vi・C勲等をわ醜し

た。尚不明な菌株については更にその他の生化学的諸性

状を検した。

　腸内細菌科の分類にはBergey第vΣ版を参考とし

つy主に正956年越Kau’ffynannの様式に依った。これら

のことは既に坂瞬等2）によって説明せられているので鉱

ではその詳細を省略する。

HL　成績及び鴛察

　（1）工955年度ζ別丁中止卵及び死”し卵からの分離成熟

（第2表）

　6月A場及び10月B場において購化途上第1～第4

呼号検卵時に勤め得た発育中止卵及び死IJし卵から分離し

得た威霞は第2才に示す通りである。即ち菌を分離し得

た卵の個赦は菌を分離し得なかった卵の佃牧に比らぺて

甚だ多数（約65：35の罰合）であり，分離し孔た頭の大

部分は五80舵710加紹（1954年Kauffmannの分類によ

る）に属するものであった。又分離し狗た正9株G9り［轍）

のサルモネラは悉くε怠3・翻傑営庭でありB場から

の卵のみに由来した。

　（2）　1956年翫発育中止卵及び死。し卵からの分離成績

（第3表，第4表）

　5，6，8，9月A易における検索材料を対象とし

て分離菌の属名を叔干した成績は第3衣に示す贈りであ

る。各月別に見た分離菌の税類には顕著な柚延が見られ

なかったので第3ずでは掻月別に検索した成旗を合計し

て示している。菌分離【易匪卵個数は陰性卵個数に比べて

甚だ多数（約80　：20）であり分離菌の6G％はEsaz’cro一

如。詑短α06認に属している。而してCloaca（39％），

Cit　rOJI　acle7（23％），Ego勿卿勉認（14％），超3ゐ鋤磁

　（1く％）　っ　Moc13anolla　（正8％）　ラ　P7elescs　（15％）　等カミ

多数呼出された・

　懸勿内細憾科に属しない細菌（マツコソキー培地に発育
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第1表 サルモネラの分離成績（自1955年7月至1956年9月期間）
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、第2表　tt　19う5年6月A楊及び10月B場における分離田田の合計卵個数表

　　rm卵孚化卵子弼　　・　一
×一一一r〈　　　　　　　　｝第1圓中止卵
　　　　1）），　ii）i））一一一一一1

検紫郭． P加数　54
　　　　不発育
菌』分離　塵．＿数．．

状態：

28　（52）

発育卵数：26（48）

　　　　　　　第2剛吐卵 P第3跡阯夢i「第4四申止卵 死籠卵 合　　計

22

9　（41）

13　（59）

80 51 135 292

8　（27．） 23　（45） 82　（24）

l

1

22　（73） 28　（55） 103　（76）

100　（34）

192　（66）

Salmonellae
’3　（12）
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2（　8）

6　（46） 1　〈．　4）
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　　Proteae

一円漉1桑爾δ露εi＝一

　e「璽e段e
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7　（32）

4　（14） 5（　5） 19　（IO）

28（IOO） 84　（82） 148　（78）

ll　（40）

5　（i8） 19　（18） 32　（17）

合 遭
「
累

ξ
罫 34（127）

6　（46）

17（｝31） 27（123）

9　（32） 17　（17）

46（164） 125（121）

50　（26）

249（i，29）

（X，1）（1）　（　　）内の数字は百分率を示す。

　　（2）蔚分離の陽性（発育）及び陰｛睦1三（不発育）の百分率は検索個数に対する百分率である。

　　（3）分離菌の種類の百分率は薗分離陽性数（1暴1分離状態の発育卵数）に対する百分率である。

　　　　　第3表　　1956畢A揚における分離域：績ap　g計8醐数表
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する菌であって）の大部分はグラム染色陰性の桿菌でそ

の中にはBacteriscnz　anitratu：re　l株，及び孟6勿傭。一

・becterに属すると推量し得た菌株も含まれていた。

　我々がAchromobaclePtに属すると推量した菌種は，

ぐるこ一ず，細くと一ず，まんにっと，あどにっと，ず

るちっと，いのしっと，さっかろ一ず，きしろ聴す，尿

素等の分解能，ゲラチソの液化能，VP反応，　MR豊

州4表

応，いんど一・る，硫化水素産生能及び運動性等は共に陰

性，クエソ酸ソーダ培地への発育能は陽性，硝酸塩の還

元能は陰陽区々であった。半流動寒天穿刺培養において

培地表面にのみ菌は発育した。マツコンキー培地上の集

落は分離当初の菌では白色微小であるが累代培養した菌

では極めて発育不良のものもあった。リトマス牛乳培地

の変化は殆んど無変化であった。

第3表中純粋に分離し得た株数（卵個数）

卿化卵令息
　　　　　陣1榊馬蝉 第・一卵 P覇爾負苫扇興研籠卵1合計

菌発育卵数 23 48 19 30 27 147

Salmonella

Escherichia

Citrobacter

Kユebs圭ella

Cloaca

Erwinia

Serratia

Proteus

Morganella

Rettgere｝la

Providencia

iNo　Enterobact－
eriacea

Bact．　Anitratum

合 計

1

3

5

2 2

2

3

1

1

1

8

2

3

12　（52）

7

i
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引
　
1

　
　
ー
ド
ー

17　（35）I

　　　　t
7　（37）

1

3 1

3 1

5（　3）

8（　5）

7（　5）

4 3 16　（11）

1（り

2 5（　3）

2（　1）

2

正5（50）

4

9　（33）

16　（11）

60　（40）

（ヒ驚 ）内は百分率を示す。

　以上の検索した発育中止卵及び死骸卵計180個中菌分

離陽性個数は三47個（約80％）であり，この陽性個数147

個中純粋に菌を分離し得た個数は60個（約40％に当る）

で純粋に分離し得た菌種は第4表に示す通りである。即

ち陽性個数に対して非腸内細繭，及びCloacaは各々約

互0％，Citrobacter，郡6朗詠伽，　Esclzerichia及びPcre－

le3・tSは各々約3～5％であった。

　（3）無精卵からの分離成績（第5表）

　発育中止卵，死籠卵の内容物を対象として多数の卵か

ら腸内細菌を分離し得たが無精卵の内容物を対象とした

結果では第5表に表示する通り菌分離陽性卵個数は陰性

卵個数に比して梢々少数（約40：60）であった。

　然し，月別に検討すれば，5，6月においては陽性個数

が甚だ多数であり，8，9月においては陰性個数が甚だ

多数であった・

　又分離し得た菌種ではLCIoaca（55％）Citrobacter

（35％）非腸内細菌（30％）が特に多くラ次いでKle－

bsiella（：15％）Esc／izericYzia（8％）Proletcs（8％）　カミ

分離されている。

　（4）新鮮卵からの分離成績

　卵内容物を対象として死籠卵，発育中止卵の多数から

無精卵の少数から菌を分離し得たが新鮮卵（産卵後7日

以内）39個（6月22個，9月17個）の内容物からは菌を

分離し得なかった。然し産卵後15漏を経た卵5個の1個

からCioacaを分離し得た。（4個は分離陰性）。

　（5）　卵殻膜内外からの分離成績
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第5表 無　精　卵　の　菌　分　離　成　績

検索月　　　　　1956．5月

検　索　個　数 14

薗分離
状　　庖

丁発育 3　（21）

発　　育 ll　（79）

Salmonella

Escherichla

Citrobactcr

Klebsieila

Cloaca

Erwina

Serratia

Proteus

Morganella

Rettgerella

Providencia

No　Enterobacteriaceae

Bact，　Anitratum

合 計

jo

3

9＠

1

1

18

6　月　　　　　8　月

　7　　　　　1　　　9

1　9月 合　　計

33

2　（29）

5　（71）

8　（88）

1　（12）

25　（76）

8　（25）

63

5Ct）

1

3

9

38　（6e）

25　（40）

1

1

2

2＠ 2（　8）

9　（36）

1 4　（16）

4Ct＞
14　（56）

2（　8）

1（　4）

4CAI）
8　（32）

11 40（160）

註　1・○内の数は純糟こ分離し得た卵の個数で当該欄内の数の中に含ま1している。

　　2，（　　）内の数は百分率。

　前述までの成績では何れも菌の分離法は検索材料の1

白金耳：量をマツコソキー培地に直接塗抹する方法であっ

たが卵殻膜内外側からの菌分離に当っては増菌法を採用

した。

　即ち卵の内容を捨てた後，卵殻と卵殻膜とを剥離し卵

殻膜の内及び外側腔にブイヨン約1ccを別々に入れて

内容を擬拝し，その内容物をブイNソ約10ccに約5時

間培養増菌した。同一材料の内外側を検索した菌分離の

第6表　卵殻膜内外側の薗分冊1楊性表

＼讐1新鮮卵1無精礁胱夢占死籠卵

成績は第6表に示す通りである。

　即ち新鮮卵においては外側の菌陽性率（40％）は内側

のそれ（20％）の倍になるが無精卵においては内側の陽

性率（40％）が外側のそれ（6C％）に接近し，発育中止

及び死籠卵においては内外側の陽性率は同率（共に70～

85％）となる。而して全般的な陽性率は新鮮卵，無精卵

発育中止卵，死籠卵の順に高率となっている。

　このことは外側より内側に逐次日を逐って菌は移り得

ることもある事を示唆しているやうに思はれる。

検索山回　　10 28 14 15

卵殻膜内剰2（2・）［
12　（43）　1　10　（71）　［　13　（87）

　　　　　　　圭　要　：交　献

1）　白坂等ご茨大農学術報告3：73（1955）．

2）坂崎・汲岡：腸内細菌検索法．（1956）：納谷書

　店発行

卵殻膜夕綱 4　（40）
17　（61）i　10　（71）

13　（87）

識　　（　　）内は百分率を示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ee搬m鰹我sc　y

　　Bacteriological　examination　was　made　of　duck，s’　e／gg’s　which　were　fresh，　zmfertilized，　o｝’　had

dea，d　geyms　as　we｝1　as　dead－in－shell　body　ducks．

　　These　ducks’　eggs　originated　from　the　A　and　B　duck　hatching　plaRts　in　Tsuchiura　district

of　lbaraki　Prefecture．　The　results　obtained　are　sumrr｝arized　into　the　following　table・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frequency　o£　duck－eggs　bacterla　of　which　are　isolatecl．

Year
く

1

Kinds　of　egg．　s

1955 1　9　5　6

dead－germs　andl　kiilltlllfeeglt一；

dead－in－shell
ducks

Fresh

Dead　germs
Pead一圭n－
Ishell　ducl〈s

Duratioit　on　incubation　of　eggs

i　4　days 婆days
1｝　days　l　ls　days　l　2s　days

　　　　　i’　“’

29　days

＊Total

Percentage　of　positi一　；／

ye　bagteria！　eggs　for　il

investigated　eggs　11，
66 2 40 77 70 90 1OO

．
の
b
β
暫
濾
§
り
巽
。
〉
咽
壱
・
幽
お
氣
。
b
の
舞
【
8
諺
繕

Sa｝mo鍛e墨la

F“scherichia

Citrobacter

Klebsielia

Cloaca

IO

Erwhユa

Serratia

78

Proteus

Morganella

Rettgerella

Proviciencia

17

Nt7”’Eiit6”robact’ELI

rlaceae
26

1

Bact．　Anitratum　　　　　　　　　　　　　l

8

36

51 42

35 i9 5

16 22

2 56

4 31

13

30

13

｝

「
山

8

52 42 26 37

喚

2

II
　　　t

21 5

4

1

9 －
一
Ω
」
一
4
よ

け

37

　　　　　　I
　　　　　　I
　　　　　　I
ntttwwnemutt－t’

mrm－L一一’tt’tt

　　　　　　　　　32
　　　　　　　　　　　　　i

35 46
i

5
…
－…3

27

7

3

37

90 82

7 正4

26

11

33

II

23

14

39

c
2
一
1
…
1
5

26

41

4

18

2

－
一
〇一
4
1

Inside　ot’　Shell一一一1’

membran　1ba’｛g一’i’一d’E－tt’s”’wws一’IL，．rl－mu 戟f

璽窪mbr鍵1　　．　1

E　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　2G　　　　43　i　　　　　　　　　7玉1．一．．．r．．．．F．elma．A・．．．．．，．．ww，i．．1，m．．．1．．．．．．．一．．”．．．．．．．．．．”．．．．．一一一！1i．ww，

　　　　　　　　　　　　　　．

87　1

40 61 71 87
｝

　　　　　　　　　　　Note：　一；〈．　Total　＝deadgerms十dead一一in－Shell　ducks．

　　1．All　of　the　isolated　SalmoHeUa　bacilli　were　ident圭fied　with　ε認．　enteノ露昭♂5　and　they

originated　only　from　the　B　hatchintt’　plant．

　　2．　The　lsolated　organisms　were　classified　in’to　C／eaca　with　an　iRcidence　of　39　percent　to

eggs　frorr｝　which　or．o．一anisms　were　isolated，　Cilrobaclei　23　percent，　Morgane：’・　．ia　18　peyceRt，　Proteus

15　percent　KJebsaJe．7／a　14　percent，　Esclzeric！ztra　14　percent　and　r．on－C．　nlerobacteiiaceae　4－e　percent．

　　3．　Among　the　non－Enterobacteriaceae，　the　one　strain　of　Bactevizsm　amitmtetm　4　percent　and

s・me・f　uRce・tain・・g・ni・m・which　are・upP・・ed　t・bel・ng　t・A・伽粥卿・彦θノwe・e　is・lated・

一一一一
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